
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　色分解機能を持つスキャナーによりフィルム原稿をプレスキャンすることで得られる各
色の画像信号を解析することで前記フィルム原稿に記録された画像の撮影光源の種類を推
定する推定手段と、
　前記推定手段による推定結果に基づいて前記スキャナーによる前記フィルム原稿の本ス
キャン条件を設定する設定手段と、
を備え 像形成システム

【請求項２】
　前記検出手段は、各色のヒストグラムの解析を行って各色のピークの検出することを特
徴とする請求項 記載の画像形成システム。
【請求項３】
　前記スキャナーは原稿上に記録された撮影情報の読み取り機能を有し、前記設定手段は
、前記推定手段により推定された前記撮影光源の種類及び読み取られた前記撮影情報に基
づいて前記スキャナーによる本スキャン条件を設定することを特徴とする請求項１

記載の画像形成システム。
【請求項４】
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た画 において、
　各色の画像信号のピークを検出する検出手段を更に備え、前記推定手段は前記検出手段
により検出された各色の画像信号のピーク同士を比較することで前記フィルム原稿に記録
された画像の撮影光源の種類を推定することを特徴とする画像形成システム。

１

または
２



　前記推定手段は、前記撮影光源が蛍光灯や電灯などの異種光源であるか否かを推定する
ことを特徴とする請求項１乃至 のいずれか記載の画像形成システム。
【請求項５】
　色分解機能を持つスキャナーによりフィルム原稿をプレスキャンすることで得られる各
色の画像信号を解析することで前記フィルム原稿に記録された画像の撮影光源の種類を推
定し、推定結果に基づいて前記スキャナーによる前記フィルム原稿の本スキャン条件を設
定す 像形成方法において、

【請求項６】
　各色のヒストグラムの解析を行って各色のピークの検出することを特徴とする請求項
記載の画像形成方法。
【請求項７】
　前記スキャナーは原稿上に記録された撮影情報の読み取り機能を有し、推定された前記
撮影光源の種類及び読み取られた前記撮影情報に基づいて前記スキャナーによる本スキャ
ン条件を設定することを特徴とする請求項 記載の画像形成方法。
【請求項８】
　前記撮影光源が蛍光灯や電灯などの異種光源であるか否かを推定することを特徴とする
請求項 乃至 のいずれか記載の画像形成方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、

に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、スキャナーで取得した原稿画像のデータをカバー可能な濃度範囲を調整する場合、
取得したデータの階調ヒストグラムを生成し、これを解析して適切な濃度範囲を決定する
という手法が一般的に用いられている（公知資料：日本写真学会第４回カメラ技術セミナ
ー資料，ｐｐ．１３－１６，デジタルフォトプリントシステム「フロンティア」の概要）
。
【０００３】
その際のもっとも基本的な手法は、例えばＵＳＰ（米国特許）第４７４５４６５号公報（
明細書）に示されているように、得られたヒストグラムの分布形状を偏りの少ない分布に
変換するというものである。更に、ＵＳＰ第４６３９７６９号公報には、ヒストグラム上
で各画素の階調のマッピングを変更して望ましい画像コントラストを得る手段が開示され
ている。
【０００４】
また、カラー画像を色分解してデジタルデータ化する場合は、分解された各色毎に上記の
変換を行うことにより原稿の色の偏差、例えばカラー写真の場合の蛍光灯などの異種光源
下での撮影原稿のカラーキャストの除去を行いつつ、望ましい最終画像としてのコントラ
ストの獲得を可能としている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記のような従来例においては、原稿の持つシーンの特殊性を一切考慮せ
ずに取得濃度範囲を決定するため、補正しようとする階調の偏差や分解された各色のバラ
ンスの偏差が、補正すべき偏りつまり異種光源下で撮影されたカラー写真のカラーキャス
トと、補正すべきでない偏りつまり写真の被写体そのものの持つ色、特に純色との区別が
付かない。
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３

る画
　各色の画像信号のピークを検出し、検出された各色の画像信号のピーク同士を比較する
ことで前記フィルム原稿に記録された画像の撮影光源の種類を推定することを特徴とする
画像形成方法。

５

５または６

５ ７

色分解機能を持つスキャナーによりフィルム原稿を読み取る画像形成システ
ム及び画像形成方法



【０００６】
このため、鮮やかな色が画面内の多くを占めるようなシーンの色の鮮やかさが損なわれた
り、色の偏りのあるシーンでいわゆるサブジェクティブカラーフェリアという現象が避け
られないという問題点があった。
【０００７】
本発明は、上記のような問題点に着目してなされたもので、原稿の持つ偏差が補正すべき
ものか補正すべきでないものかを評価でき、その上で取得濃度範囲を決定することにより
、濃度範囲の設定を正確に行うことが可能な画像濃度の調整装置及び調整方法を提供する
ことを目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る画像 及び画像 は、次のように構成したものである。
【０００９】
　（１）色分解機能を持つスキャナーによりフィルム原稿をプレスキャンすることで得ら
れる各色の画像信号を解析することで前記フィルム原稿に記録された画像の撮影光源の種
類を推定する推定手段と、
　前記推定手段による推定結果に基づいて前記スキャナーによる前記フィルム原稿の本ス
キャン条件を設定する設定手段と、
を備えた

　（ ） 記検出手段は、各色のヒストグラムの解析を行って各色のピークの検出する

　（ ） 記スキャナーは原稿上に記録された撮影情報の読み取り機能を有し、前記設定
手段は、前記推定手段により推定された前記撮影光源の種類及び読み取られた前記撮影情
報に基づいて前記スキャナーによる本スキャン条件を設定する

　（ ）前記推定手段は、前記撮影光源が蛍光灯や電灯などの異種光源であるか否かを推
定する前記（１）乃至（ のいずれか記載の画像形成システム。
　（ ）色分解機能を持つスキャナーによりフィルム原稿をプレスキャンすることで得ら
れる各色の画像信号を解析することで前記フィルム原稿に記録された画像の撮影光源の種
類を推定し、推定結果に基づいて前記スキャナーによる前記フィルム原稿の本スキャン条
件を設定する

　（ ） 色のヒストグラムの解析を行って各色のピークの検出する

　（ ）前記スキャナーは原稿上に記録された撮影情報の読み取り機能を有し、推定され
た前記撮影光源の種類及び読み取られた前記撮影情報に基づいて前記スキャナーによる本
スキャン条件を設定する
　（ ） 記撮影光源が蛍光灯や電灯などの異種光源であるか否かを推定する

【００２７】
【発明の実施の形態】
図１は本発明の実施例の構成を示すブロック図であり、色分解機能を持つスキャナー（Ｓ
ＣＡＮＮＥＲ）１０１とコンピュータ等のホスト（ＨＯＳＴ）装置１０２から成る画像形
成システムの要部を示している。
【００２８】
図１において、１は原稿照明用の光源で、調光装置（光量制御手段）２によってその出力
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形成システム 形成方法

画像形成システムにおいて、
　各色の画像信号のピークを検出する検出手段を更に備え、前記推定手段は前記検出手段
により検出された各色の画像信号のピーク同士を比較することで前記フィルム原稿に記録
された画像の撮影光源の種類を推定する画像形成システム。

２ 前 前
記（１）記載の画像形成システム。

３ 前

前記（１）または（２）記
載の画像形成システム。

４
３）

５

画像形成方法において、
　各色の画像信号のピークを検出し、検出された各色の画像信号のピーク同士を比較する
ことで前記フィルム原稿に記録された画像の撮影光源の種類を推定する画像形成方法。

６ 各 前記（５）記載の画
像形成方法。

７

前記（５）または（６）記載の画像形成方法。
８ 前 前記（５）

乃至（７）のいずれか記載の画像形成方法。



光量を変化させることが可能となっている。３はネガフィルムやポジフィルムなどの原稿
、４はＣＣＤ７への到達光量を調整するためのＮＤフィルタが組み込まれたフィルタ部、
５はそのフィルタの切替え装置、６はレンズ群で、原稿３からの透過光が集光される。
【００２９】
７はレンズ群６からの透過光を電気信号に変換する上述のＣＣＤ（光電変換素子）、８は
ＣＣＤ７で得られた電気信号に電気的オフセットやゲインをかけるアナログ処理系、９は
そのアナログ出力をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換装置、１０はそのデジタル信号を
更に別のデジタル信号に変換するためのデジタル信号変換テーブル（参照テーブル）、１
１はそのテーブル（ＬＵＴ）１０を設定するＬＵＴ設定装置である。
【００３０】
１２は色空間変換マトリクス回路、１３はそのマトリクスを設定するマトリクス設定装置
、１４は画像を圧縮処理する画像圧縮装置、１５はホスト装置１０２の指定に従って上記
アナログ処理系８における増幅段のゲイン（Ｇａｉｎ）を電気的に設定するゲイン設定装
置（増幅度制御手段）である。
【００３１】
１６は原稿上に塗布された透明磁気層にデジタル記録された撮影情報を読み取る磁気ヘッ
ド、１７は磁気ヘッド１６の出力を増幅するヘッドアンプ、１８はそのアナログ出力信号
をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換装置である。
【００３２】
２１，２２はそれぞれプレスキャン画像、本スキャン画像を蓄積するための記憶装置、２
３は各部を制御するＣＰＵ、２４は入力装置、２５はスキャナー１０１から送られるデジ
タル信号をデコードして、記録された撮影情報を得るための撮影情報デコード手段である
。
【００３３】
次に、各部の処理の流れについて図２のフローチャートにより説明する。このスキャニン
グ処理は、ユーザーがスキャン開始を指示することから始まる。
【００３４】
まず、図２のステップ２０１において、ユーザーが図１の入力装置２４からスキャンする
フィルムの種類（ネガ，ポジ）を入力する。これに応じてホスト装置１０２は、スキャナ
ー１０１にプレスキャン用のデフォールト条件設定を指示し、スキャナー１０１がその設
定を行う（ステップ２０５）。このときの条件はフィルムの種類に固有のものであり、各
々の種類のシーン分析に適したフィルムの濃度域をカバーする濃度取得範囲を持つように
、図１の調光装置２、フィルタ切替え装置５、アナログ処理系８における電気的ゲイン量
が設定され、またネガポジ変換を含むテーブルがＬＵＴ設定装置１１を通して設定される
。
【００３５】
上述のプレスキャンは、本スキャンに比べ低解像度で行われる（ステップ２０６）。そし
て、上記の設定条件でフィルム原稿から得られたアナログ信号はＡ／Ｄ変換装置９により
デジタル信号に変換され、デジタル信号変換テーブル１０によって更に別の信号に変換さ
れる。このようにして得られたプレスキャン画像は、ホスト装置１０２のプレスキャン画
像用記憶装置２１に蓄積される（ステップＳ２０２）。
【００３６】
ＣＰＵ２３は、入力されたプレスキャン画像からヒストグラムを作成し、フィルムの平均
的濃度、濃度の分布などの特徴を割り出す（ステップ２０３）。そして、その解析結果を
基に最適な本スキャン条件となるように光源１の光量，フィルタ，ＬＵＴ，色空間変換マ
トリクスを設定するために、調光装置２，フィルタ切替え装置５，ＬＵＴ設定装置１１，
マトリクス設定装置１３を制御する（ステップ２０７）。
【００３７】
次に、上記のように設定された本スキャン条件で、本スキャンが行われる（ステップ２０
８）。その際、フィルタを通して透過した光がＣＣＤ７により電気信号に変換されてＡ／
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Ｄ変換されるまでの流れは、上述のプレスキャンと同様である。その後、本スキャン用に
設定されたデジタル信号変換テーブル１０で変換された後、色空間変換マトリクス回路１
２を経て画像圧縮装置１４で画像圧縮されてからホスト装置１０２の本スキャン画像用記
憶装置２２に蓄積される（ステップ２０４）。
【００３８】
ここで、原稿１がポジフィルムの場合は、ラチチュードが狭く、撮影時にフィルムの濃度
範囲すべてが撮影シーンの最も重要な輝度域に当てはまるようにコントロールしなくては
ならない。このため、ポジフィルム上の濃度域は常に一定で、スキャニング条件をシーン
毎にコントロールする必要はあまりない。一方、ネガフィルムの場合は、ラチチュードが
広く、極めて広い露出範囲に対して濃度変化するため、露出の過不足があっても撮影シー
ンの輝度域はフィルムの濃度域のいずれかの部分に記録可能である。したがって、スキャ
ニングに当たっては広い濃度域の部分に存在する撮影シーンの輝度域に相当する濃度域を
的確に抽出しなければならない。そこで、以後の説明ではネガフィルムのスキャニングの
場合について説明する。
【００３９】
まず、図３～図５によりプレスキャニングでの処理について説明する。図３はカラーネガ
フィルムのセンシトメトリック特性線図上に、取得すべきシーンの輝度域Ｓとともにプレ
スキャニングによる濃度取得範囲を表わしたものであり、縦軸は光学的透過濃度、横軸は
フィルムに与えられた露光量の対数となっている。
【００４０】
カラーフィルムには、色素の理想的分光吸収に対する偏差を取り除くために、通常オレン
ジマスキングが与えられており、その結果赤（Ｒ）Ｇ（緑）Ｂ（青）各々の濃度は重なる
ことなく、互いにシフトしている。したがって、取得すべきシーンの輝度域Ｓに対応した
濃度域ＤＢ，ＤＧ，ＤＲも、ＲＧＢそれぞれシフトしており、プリスキャニングの濃度取
得範囲は、すべてのシーンが取り得る範囲、すなわちフィルムの濃度域すべてをカバーす
る範囲ＤＰに設定される。
【００４１】
図４はこの条件でスキャニングされた画像データのＡ／Ｄ変換装置９の出力のヒストグラ
ムである。図４ではＡ／Ｄ変換装置９の精度が例えば１０ビットである時に、０から１０
２３のデジタルカウント値に対するデータの頻度が示されている。図４の（Ａ）はＢデー
タ、（Ｂ）はＧデータ、（Ｃ）はＲデータにそれぞれ対応しているが、この時得られたヒ
ストグラムはネガ画像のもので、データは一部分に集中し、かつオレンジマスキングによ
るシフトを伴ったものである。
【００４２】
上記のデータが変換テーブル１０に入力され、ネガポジ変換とオレンジマスキングによる
シフトの除去を行ったデータのヒストグラムは図５に示すとおりである。本ヒストグラム
は、ポジ画像データのヒストグラムとなっており、このヒストグラムの解析により本スキ
ャニングの条件設定を行う。
【００４３】
次に、図６～図８により本スキャニング時の処理について説明する。図６はシーン輝度域
Ｓに対して、本スキャンの濃度取得域がどのように設定されるかを示しており、ＲＧＢ各
色に対してシフトし、シーン輝度域に対応した濃度域のみを取り出すＤＢ´，ＤＧ´，Ｄ
Ｒ´が設定される。図６で、シーン輝度域の右端と左端の各々に取得濃度範囲を設定する
手段は異なっている。
【００４４】
シーン輝度域左端、つまりシーンのシャドウ限界に対しては、光源１、フィルタの選択、
及びアナログゲインで決定されるトータルゲインの設定によって、目的とする濃度点の透
過光量が、Ａ／Ｄ変換装置９が最大のデジタルカウント値、例えば１０２３を出力するた
めの電圧値に、アナログ処理系８のアンプの出力が合致するようにコントロールされる。
図７はその結果のデータのヒストグラムを示しており、ＲＧＢすべてのデータの最大値が
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１０２３のカウント値に調整されている。
【００４５】
また、シーン輝度域の右端、つまりシーンのハイライトに対応するデータは、それぞれＬ
Ｂ，ＬＧ，ＬＲになっており、０ではない。このＬＢ，ＬＧ，ＬＲから１０２３に分布す
るデータを変換テーブル１０によってネガポジ変換とともにデータの分布する部分を８ビ
ットにマッピングすることにより、０から２５５の範囲の８ビットデータすべてをシーン
輝度域に対応させる。図８はその結果のデータのヒストグラムを示している。
【００４６】
なお、ポジフィルムに対しては、トータルゲインによる処理が輝度域右端に対応し、ＬＵ
Ｔによる処理が輝度域左端に対応する。
【００４７】
ここで、プレスキャニングデータのヒストグラムを解析し、輝度域右端つまりシーンハイ
ライトに対するスキャニング設定を決定する際、各シーンの特性に合わせた設定を行う必
要がある。図９～図１１はそれぞれ特性の異なるシーンのシーン輝度右端部分のプレスキ
ャニングデータヒストグラムの拡大図である。図９は通常のシーンで、画面内に白い部分
を含むシーン、図１０は画面内に白い部分を含まないシーン、図１１は蛍光灯を撮影光源
とするシーンである。
【００４８】
これらを比較すると、ＲＧＢ各分布の最明点の位置の違いに特徴がある。図９の画面内に
白い部分を含む通常のシーンでは、白い画素の存在により最明点データはＲＧＢそろって
おり、相互の差は小さい。したがって、濃度取得範囲のハイライト側限界をＲＧＢ共通の
範囲として設定することができる。
【００４９】
図１０は画面内に白い部分を持たず、各色最明点は純色か純色に近い色の画素によって決
まっており、最明点データのＲＧＢ間の差は大きい。この時、画面内の純色を保ったデー
タ取得を行うためには、このＲＧＢ最明点データの差を保たなければならない。したがっ
て、ＲＧＢの中で最も大きいデータを基準に全色同一条件を設定しなくてはならない。つ
まり、図９と図１０のヒストグラムに対しては、全色同一の設定が必要である。
【００５０】
図１１は撮影光源が蛍光灯の場合であり、蛍光灯のＧに偏った発色を補正する必要のある
シーンである。この時最明点のＲＧＢデータは、差に関しては図９と図１０の中間の大き
さであり、ＧがＲＢいずれよりも大きなデータを持つというパターン上の特徴を持つもの
である。このシーンに対して、蛍光灯による色の偏差を除去するには、各色個別に最明点
データがデジタルデータ上最大カウント値を持つように本スキャニング条件の設定を行う
必要がある。
【００５１】
以上を総合すると、最明点（ピーク）データの処理について、全色共通の条件設定を行う
か、各色個別の条件設定を行うかについてＲＧＢ間の最明点データの差の大きさに基づい
て行うことができる。すなわち、その差が極めて小さいかあるいは極めて多い場合には全
色同一、それ以外の場合には各色個別に行うことになる。
【００５２】
図１２は実際の処理の流れを示すフローチャートである。まず、ステップ３０１で既に説
明したように、フィルムの濃度域すべてをカバーするデフォルトのスキャニング条件設定
によりプレスキャニングを行う。ステップ３０２では、得られたプレスキャン画像（ポジ
画像）のヒストグラム上で、ＲＧＢ各色の最明点データを比較する。そして、ステップ３
０３でＲＧＢ各色間の差が第１の閾値Ａと第２の閾値Ｂの間にあるかチェックし、ある場
合にはステップ３０５、ない場合にはステップ３０４に進む。
【００５３】
ステップ３０４は画面内に正しい白が存在するか、あるいは純色が存在すると判断された
場合の処理で、全色同一に、ＲＧＢ内で最も明るいデータが最終出力データで最大カウン
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ト値を持つようにスキャニング設定を行う。ステップ３０５は画面内のＲＧＢの最明点間
の偏差を補正すべき場合の処理で、各色個別に、最明点データが最終出力データで最大カ
ウント値を持つようにスキャニング条件を設定する。
【００５４】
そして、ステップ３０６でステップ３０４あるいはステップ３０５によって設定されたス
キャニング条件の設定に従って本スキャンが行われる。
【００５５】
本実施例によれば、プレスキャニングによって得られた画像データのヒストグラムに基づ
き、その分布形状の端部の位置の比較という極めて簡便な処理により、ネガフィルムに対
するスキャニング条件を自動的に設定可能とし、特に画面内に存在する色の偏りが被写体
に基づく補正すべきでないものか、あるいは光源色に基づくような補正すべきものである
かの判定とその処理を含んだ自動化が可能となる。
【００５６】
次に、他の濃度範囲の設定処理について説明する。この処理は、上述の処理に加えて、フ
ィルム上に記録された撮影情報を図１に示す磁気ヘッド１６によってピックアップし、そ
の撮影情報をコード手段により解読することによって、撮影情報の中からカメラが撮影光
源を人工光源つまりタングステン光や蛍光灯であると判定したか否かを判定するようにし
ており、これをＣＰＵ２３の処理により行う。また、プレスキャンのヒストグラムの解析
は、最明点の各色毎の位置のパターンにより、画面をスキャンした情報から撮影光源がタ
ングステンや蛍光灯であるかどうかを推定するようにしており、これを同様にＣＰＵ２３
の処理により行う。
【００５７】
上記の動作を図１３のフローチャートに従って説明する。まず、ステップ４０１でプレス
キャンを行い、各色のヒストグラムを得る。そしてステップ４０２で、得られたプレスキ
ャン画像（ポジ画像）のヒストグラム上で、ＲＧＢ各色の最明点データを比較し、ＲＧＢ
各色間の差が第１の閾値と第２の閾値の間にあるかチェックし、その間にある場合はステ
ップ４０３に進み、ない場合はステップ４０４に進む。ステップ４０３では評価値に１を
与え、ステップ４０４では評価値に０を与える。
【００５８】
次に、ステップ４０５で、撮影情報デコード手段２５の出力データに基づき、カメラの光
源判定を行って異種光源であるかどうかを解読する。カメラが異種光源と判定した場合は
ステップ４０６に進み、判定しない場合はステップ４０７に進む。ステップ４０６では評
価値に１を与え、ステップ４０７では評価値に０を与える。
【００５９】
そして、ステップ４０８で、ステップ４０３または４０４で得られた評価値にステップ４
０６または４０７で得られた評価値を加算し、続いてステップ４０９でプレスキャン画像
（ポジ画像）のヒストグラム上でＲＧＢ各色の最明点データを比較し、ＲＧＢ各色の位置
のパターン認識を行う。この時、ＲＧＢ各色の位置のパターンがＲ＞Ｇ＞Ｂ（タングステ
ン光パターン）であるかあるいはＧが最も大きい（蛍光灯パターン）かをチェックし、そ
の二つのパターンのいずれかにマッチする場合はステップ４１０に進み、いずれにもマッ
チしない場合はステップ４１１に進む。ステップ４１０では評価値に１を与え、ステップ
４１１では評価値に０を与える。
【００６０】
次に、ステップ４１２で、ステップ４０８で得られた評価値加算値にステップ４１０また
は４１２で得られた評価値を更に加算する。そしてステップ４１３で、総加算値を２と比
較し、２以上であればステップ４１４に進み、１以下であればステップ４１５に進む。ス
テップ４１４は、当該画面が、昼光色で撮影されて画面内に正しい白が存在するか、ある
いは純色が存在すると判断された場合の処理で、全色同一でＲＧＢ内で最も明るいデータ
が最終出力データで最大カウントを持つようなスキャニング設定を行う。
【００６１】
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またステップ４１５は、異種光源下で撮影されて画面内のＲＧＢの最明点間の偏差を補正
すべき場合の処理で、各色個別に最明点データが最終出力でデータで最大カウントを持つ
ようにスキャニング条件を設定する。そしてステップ４１６で、ステップ４１４またはス
テップ４１５によって設定されたスキャニング条件により本スキャンが行われる。
【００６２】
このような処理によれば、多数の判断基準に従って本スキャニングの基本条件の設定が行
われるため、単独の判断基準に誤りがあっても、最終判断を正確に保つことができる。
【００６３】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、

。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施例の構成を示すブロック図
【図２】　プレスキャニングと本スキャニングの処理を示すフローチャート
【図３】　プレスキャニングによるカラーネガフィルムに対する取得濃度範囲を示す図
【図４】　プレスキャニングによって得られるＡ／Ｄコンバータの出力のヒストグラム
【図５】　プレスキャニングによって得られるＬＵＴ処理後の出力のヒストグラム
【図６】　本スキャニングによるカラーネガフィルムに対する取得濃度範囲を示す図
【図７】　本スキャニングによって得られるＡ／Ｄコンバータの出力のヒストグラム
【図８】　本スキャニングによって得られるＬＵＴ処理後の出力のヒストグラム
【図９】　画面内に白い点を持つ場合にプレスキャニングによって得られるヒストグラム
最明点のバラツキを示す図
【図１０】　画面内に白い点を持たない場合にプレスキャニングによって得られるヒスト
グラム最明点のバラツキを示す図
【図１１】　異種光源の場合にプレスキャニングによって得られるヒストグラム最明点の
バラツキを示す図
【図１２】　プレスキャニングに基づく取得濃度範囲の設定のフローチャート
【図１３】　プレスキャニングに基づく他の取得濃度範囲の設定のフローチャート
【符号の説明】
１　　　光源
２　　　調光装置（光量制御手段）
３　　　原稿
７　　　ＣＣＤ（光電変換素子）
８　　　アナログ処理系
１０　　デジタル信号変換テーブル（参照テーブル）
１５　　ゲイン設定装置（増幅度制御手段）
１６　　磁気ヘッド
２３　　ＣＰＵ
２４　　入力装置
２５　　撮影情報デコード手段
１０１　スキャナー
１０２　ホスト装置
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フィルム原稿に記録された画像の撮影光源の種
類に適した条件で本スキャンを実行することができる



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】
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